
縄文の生活、文化に触れる

縄文人が使っていたと思われる道具で

畑を起こす体験プログラムの参加者

再現道具で畑作り／土器の魅力解説
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茅
野
と
富
士
見
で
イ
ベ
ン
ト

舌
過
度
で
体
験

′
プ
ロ
グ
ラ
ム

茅
野
市
出
身
の
建
築
史
家
、
建

築
家
の
藤
森
照
信
さ
ん
が
設
計

し
、
市
民
と
と
も
に
建
築
し
た
竪

穴
住
居
忌
避
庵
」
（
同
市
豊
平
の

与
助
尾
根
遺
跡
隣
接
地
）
を
活
用

す
る
ち
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進

機
構
（
D
M
O
）
の
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
N
O
 
J
O
m
O
n
 
N

O
 
L
i
f
e
」
が
1
2
日
、
ス
タ

ー
ト
し
た
。
県
内
外
か
ら
4
人
が

参
加
し
、
栽
培
作
業
に
使
っ
た
で

あ
ろ
う
道
具
で
縄
文
流
の
畑
作
り

に
取
り
組
ん
だ
。

ガ
イ
ド
は
東
京
都
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
主
任
調
査
研
究
員
な
ど

を
務
め
土
偶
の
発
掘
に
も
携
わ
り

5
年
前
に
茅
野
市
米
沢
に
移
住
し

た
小
薬
一
夫
さ
ん
。
木
の
枝
や
と

が
っ
た
石
な
ど
で
再
現
し
た
道
具

が
準
備
さ
れ
、
参
加
者
は
、
手
作

り
感
あ
ふ
れ
る
道
具
に
縄
文
人
の

生
活
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
古

過
庵
前
の
地
面
を
掘
り
起
こ
し

た
。
畑
は
広
く
は
無
い
が
、
カ
ラ

ム
シ
、
エ
ゴ
マ
、
ヤ
ブ
ツ
ル
ア
ズ

キ
、
ア
ワ
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
、
タ
テ

ア
イ
な
ど
を
植
え
る
計
画
。

参
加
者
は
4
0
～
6
0
代
の
主
婦
や

会
社
員
、
2
拠
占
居
住
者
な
ど
。

「
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
体

で
感
じ
な
が
ら
体
験
す
る
こ
と
は

気
持
ち
が
豊
か
に
な
る
」
「
自
然
と

と
も
に
生
き
る
生
活
に
興
味
が
あ

る
」
「
縄
文
に
関
心
の
あ
る
人
た
ち

で
仲
間
も
で
き
そ
う
」
な
ど
と
話

し
て
い
た
。

こ
の
地
域
の
自
然
と
調
和
し
て

暮
ら
す
こ
と
を
縄
文
人
か
ら
学
ぶ

1
年
間
の
登
録
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

来
年
1
月
ま
で
連
続
2
日
と
1
泊

2
日
を
含
む
全
6
回
で
、
土
器
作

り
、
鹿
皮
な
め
し
、
縄
文
調
理
体

験
な
ど
を
行
う
。
定
員
2
0
人
で
9

人
が
登
録
。
問
い
合
わ
せ
は
同
D

M
O
（
電
話
0
2
6
6
・
7
8
・

7
6
3
1
）
へ
。
（
武
井
葉
子
）

・
写
真
家
の
滋
澤

雅
人
さ
ん
講
演

富
士
見
町
の
住
民
有
志
で
つ
く

る
団
体
「
み
ん
な
の
つ
ど
い
富
士

見
」
（
川
合
弘
人
代
表
）
は
1
2
日
、

縄
文
土
器
の
特
徴
や
文
化

な
ど
を
解
説
し
た
写
真
家
の

滋
澤
雅
人
さ
ん
の
諷
漬
会

写
真
家
の
滋
澤
雅
人
さ
ん
を
招
い

た
講
演
会
「
縄
文
の
夜
神
楽
」
を

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ
で
開

い
た
。
町
内
外
か
ら
1
6
人
が
参

加
。
2
0
年
以
上
か
け
て
撮
影
し
た

八
ヶ
岳
エ
リ
ア
や
新
潟
県
な
ど
の

縄
文
土
器
の
写
真
を
見
せ
な
が

ら
、
特
徴
や
縄
文
文
化
の
尊
さ
な

ど
を
解
説
し
た
。

講
演
会
や
料
理
な
ど
ジ
ャ
ン
ル

に
と
ら
わ
れ
ず
、
町
の
自
然
と
文

化
を
発
信
し
て
い
る
同
団
体
。
今

回
は
井
戸
尻
遺
跡
を
含
め
た
縄
文

文
化
を
広
め
よ
う
と
企
画
し
た
。

日
本
文
化
の
源
を
探
ろ
う
と
能

面
を
撮
り
続
け
て
い
た
滋
澤
さ
ん

は
、
2
3
年
前
に
出
会
っ
た
山
梨
県

の
土
器
に
衝
撃
を
受
け
、
縄
文
土

器
の
撮
影
を
始
め
た
と
説
明
。
活

動
す
る
中
で
八
ヶ
岳
周
辺
の
土
器

に
は
顔
の
よ
う
な
模
様
が
付
い
て

い
る
傾
向
に
あ
る
特
徴
を
見
つ
け

た
。
「
何
に
使
っ
た
か
分
か
ら
な
い

が
、
現
世
と
来
世
の
闇
の
よ
う
な

雰
囲
気
を
感
じ
る
」
と
考
察
し
た
。

町
内
の
井
戸
尻
遺
跡
の
出
土
品

に
つ
い
て
も
解
説
し
た
。
人
間
を

背
中
か
ら
見
た
よ
う
な
イ
メ
仁
ジ

が
あ
る
土
器
に
つ
い
て
は
、
湾
曲

な
ど
を
表
現
す
る
技
術
が
高
い
と

評
価
。
そ
の
上
で
土
器
の
正
面
に

は
顔
が
付
い
て
い
な
い
こ
と
に
触

れ
、
「
百
人
一
首
に
登
場
す
る
女

性
は
後
ろ
姿
な
ど
、
の
ち
の
日
本

文
化
は
背
中
が
重
要
視
さ
れ
て
い

る
。
日
本
に
し
か
な
い
古
く
か
ら

根
付
い
た
文
化
で
は
な
い
か
」
と

話
し
た
。
　
　
　
（
濱
彗
貝
）


